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（平成13年４月30日現在）

世帯数 2，083戸
人 口 6，915人

男 3，324人
女 3，591人

出 生 男 2 女 0 計 2
死 亡 男 5 女 1 計 6
転 入 男14 女14 計28
転 出 男16 女14 計30

町民の動き

草刈りは

大変

５月13日 フライトパーク近くの「四国のみち」にて

青年会
新 生

活動開始

（日）

dtp
2001年6月
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ク リ ー ン 情 報

６月３日 全町一斉清掃日
毎年６月から９月までの第１日曜日を全町一斉清掃日と定め、環境衛生の

保全、環境美化の向上にご協力いただき「清流に緑映え人輝くまちかつうら」
づくりに成果をあげています。本年も

６月３日・７月１日・８月５日・９月２日
を予定しています。各地区の区長さんや保健部長さんの指示に従って、地区
の実情にあった方法で、１戸に１人は参加いただき、ご協力をお願いします。

は

町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

の
皆
さ
ん
が
古
紙
の
回
収
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
古
紙
の
回
収

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

今
月
の
回
収
日

六
月
二
日

午
前
九
時
ま
で

指
定
場
所

勝
浦
町
中
角

勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家

敷
地
内
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指

定
場
所
に
置
け
ま
す
。
そ
れ

ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く

だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

段
ボ
ー
ル

新
聞
紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る

の
は
大
丈
夫
で
す
。
そ
れ

以
外
は
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

古

本

同
じ
種
類
の
本
に
分
け

て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙

は
破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方

へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、

古
本
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ご
み
が
減
り
ま
す

ご
み
が
減
っ
て
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
の
焼
却
が

減
少
す
る
と

②
町
の
経
費
節
減

③
二
酸
化
炭
素
の
減
少
に
よ

る
地
球
温
暖
化
防
止

次
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
に
よ
っ
て

④
資
源
と
し
て
有
効
利
用

⑤
紙
の
材
料
と
な
る
木
材
の

伐
採
が
減
少
す
る
こ
と
に

よ
る
地
球
環
境
保
護

先
月
号
の
広
報
で
も
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
今

月
か
ら
粗
大
ご
み
の
処
理
手

数
料
が
変
更
し
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
、
年
二
回
の

粗
大
ご
み
の
回
収
で
の
手
数

料
は
一
個
百
円
で
、
不
燃
物

処
理
場
へ
の
持
込
み
は
無
料

で
し
た
が
、
生
活
様
式
の
多

様
化
に
よ
っ
て
、
集
ま
る
粗

大
ご
み
や
燃
え
な
い
ご
み
の

量
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ

に
伴
い
、
そ
れ
ら
を
処
理
す

る
経
費
も
増
加
し
て
き
て
い

ま
す
。
平
成
十
一
年
度
の
粗

大
ご
み
処
理
経
費
は
、
三
二

五
万
円
で
手
数
料
の
収
入
は
、

一
四
万
円
で
し
た
。
今
回
決

定
し
ま
し
た
手
数
料
は
、
こ

の
処
理
経
費
の
一
部
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
修

理
可
能
な
物
は
、
修
理
し
て

使
っ
て
い
た
だ
き
、
廃
棄
物

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
粗
大
ご
み
を
処
分

し
た
い
場
合
の
手
順
は
、
集

団
で
回
収
す
る
「
家
庭
の
粗

大
ご
み
回
収
日
」
を
で
き
る

だ
け
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今

年
度
の
今
後
の
回
収
予
定
は
、

■

平
成
十
三
年
八
月
十
九
日

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
裏
駐
車
場

■

平
成
十
三
年
十
一
月
十
一
日

星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

■

平
成
十
四
年
二
月
十
七
日

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
裏
駐
車
場

の
三
回
で
す
。
そ
の
日
に
回

収
場
所
ま
で
各
自
で
運
搬
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

そ
の
日
以
外
の
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
町

役
場
住
民
課
で
処
理
手
数
料

を
支
払
っ
た
後
、
不
燃
物
処

理
場
へ
各
自
で
運
搬
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら

一
個

五
百
円
か
ら
千
円

粗
大
ご
み
の
処
理
手
数
料

古
紙
の
回
収
に

ご
協
力
を

古
紙
を
回
収
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
次
の
五
つ
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。

（日）（日）（日）

（土）

（１）（２）

（３）
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不
用
犬
の
引
き
取
り
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の

場
合
は
印
鑑
と
鑑
札

が
必
要
で
す
。

●

六
月

六

日

●

六
月
二
十
日

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い

ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
社
会
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬

は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

６月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（５日）

石 原

沼 江

掛 谷
山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前
山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（12日）

今 山

黒 岩
星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）
星谷橋北詰のゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（19日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四

火

曜

日
（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本
〃

〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横
田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

６月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（４日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（11日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（18日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

（水）（水）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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平成13年度の定期人事異動により鎌田啓幸前監督は

新野高校へ赴任しました。新しく第３代監督として井

上力監督が就任しました。井上新監督は池田高校時代

故蔦文也監督のもと、昭和61年春の選抜大会、梶田投

手を中心にセンター、６番バッターとして全国優勝の

原動力となり大活躍されました。卒業後は日本体育大

学へ進み、さらに野球の指導者の道を専攻され、県下

中学校体育教師・野球指導者となりました。この４月

から本校では体育の授業もしています。その指導は情

熱と選手一人ひとりの個性・特性を的確にとらえ理論

と実践を正確に、よりわかりやすく行っています。

野球部長は日下公司先生で留任となります。また、

土肥謙一先生は２度目の本校赴任となりますが、現在

徳島県高校野球連盟常任理事をされて多忙であります

が、野球部の顧問として選手の勉強や進路のこと・生

活面での相談を受けたりアドバイスをしています。前

部長の稲井稔先生は１週間のうち４日間出勤され総監

督的な立場から野球部を見てくれています。

現在の部員は３年生６名、２年生７名、新入部員５名

（マネージャー女子１名）計19名と少人数ですが、礼儀正

しく、きびきびとグランドいっぱいかけまわっています。

春季大会は優勝した鳴門第一高校に善戦したが敗北

しました。３年生はこのあと総体南部ブロック大会と

夏季大会のみとなり、あとわずかの日数で一層練習や

対外試合に活気が満ちあふれています。

６月２日から６月５日にかけての総体南部ブロック

大会の対戦相手は、この春甲子園に出場し活躍した小

松島高校です。全員一丸となり一生懸命プレーしたい

と思います。まだまだ技術面・精神面など未熟なこと

が多くありますが井上新監督のもと頑張ります。勝浦

町の皆さまにご指導・ご支援をお願いいたします。勝

浦高校のグランドへ気軽にお立寄りください。

野球部 南 平 洋
他部員 記

井上 力新監督就任

勝 浦 高 校 野 球 部 だ よ り

勲
五
等
双
光
旭
日
章
受
章

山
下
豊
壽
さ
ん

（
中
角
）
は
、
昭

和
十
六
年
一
月
か

ら
生
比
奈
警
防
団

中
角
分
団
に
入
団

以
来
、
平
成
二
年

十
二
月
ま
で
の
五

十
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
、
常
に
消

防
精
神
に
徹
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
築

く
た
め
消
防
防
災

活
動
の
中
核
と
し

て
の
役
割
を
自
ら
示
し
、
団
員
の
範

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
山
下
さ
ん
の
多
年
に
わ
た

る
消
防
防
災
活
動
へ
の
情
熱
と
数
々
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
勲
五
等
双
光
旭
日

章
受
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
消
防
団
活
動
へ
の
貢
献
と
様
々

な
ご
苦
労
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
叙
勲
の
栄
誉

に
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

叙勲伝達式会場の日本消防会館において

山
下
豊
壽
さ
ん
（
中
角
）

消
防
活
動
に
貢
献
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五
月
十

三
日

大

阪
市
内
万

博
公
園
内

の
オ
オ
サ

カ
サ
ン
パ

レ
ス
に
お

い
て
第
八

回
総
会
と

懇
親
会
が
、

勝
浦
町
長

は
じ
め
勝

浦
町
議
会

議
員
を
来
賓
に
迎
え
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
ふ
る
さ
と
「
星
谷
」
か

ら
国
清
区
長
を
は
じ
め
と
す
る
氏
子
の

皆
様
の

祭
り
太
鼓

が
披
露
さ
れ
、

力
強
い
音
と
息
の
あ
っ
た
リ
ズ
ム
に
郷

愁
感
を
堪
能
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
川
口
町
長
、
神
原
議
長

の
祝
辞
と
来
賓
紹
介
に
つ
づ
い
て
、
平

成
十
二
年
度
の
経
過
報
告
と
会
計
報
告

及
び
平
成
十
三
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
に
つ
い
て
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

議
事
の
中
、
役
員
改
選
が
あ
り
、
平
賀

会
長
が
退
任
さ
れ
、
桑
村
現
副
会
長
兼

事
務
局
長
が
新
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
発
足
か
ら
今
日
ま
で
ご
尽
力

さ
れ
た
平
賀
会
長
に
勝
浦
町
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
ふ
る
さ
と
会
か
ら
花
束

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
懇
親
会
で
は
、
自
慢

の
の
ど
や
お
手
玉
演
舞
の
披
露
が
あ
っ

た
り
地
元
Ｊ
Ａ
か
ら
の
「
ふ
る
さ
と
便
」

の
紹
介
や
特
産
品
の
抽
選
会
が
あ
っ
た

り
し
な
が
ら
、
再
会
を
懐
か
し
ん
だ
り

近
況
を
伝
え
あ
っ
た
り
と
楽
し
い
時
間

が
ま
た
た
く
ま
に
過
ぎ
ま
し
た
。

残
念
な
が

ら
都
合
で
出

席
出
来
な
か

っ
た
方
も
来

年
は
ぜ
ひ
ご

出
席
下
さ
い

ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

他の人に対する温かい思いやりの心を、自分の意志で実行し、

自身を心豊かに成長させる道を歩みつづけるすばらしい小学生、

中学生を称える財団法人
そっ たく

育
いく

成
せい

会
かい

の第21回全国善行児童生徒表

彰式が「こどもの日」の５月５日、同会発祥の地，徳島県郷土文

化会館で行なわれました。

表彰された人たちは、全国の小、中学校長から推薦され、

育成会の善行表彰選考委員会で厳選された善行賞46人と 善行

奨励賞49人の小学生、中学生です。

その栄えある善行賞受賞者46名の１人に、勝浦中学校３年の米

川恭平君が選ばれました。おめでとうございます。

米川君は学級内の内輪もめの際に、けんかの当事者の家を訪ね

てその声を聞き、友情溢れる仲裁で和を復活させたり、体調不良

の友人を、雨の中自宅に送っていったり、友情溢れる行為が善行

と認められました。

これからも、そのすばらしい心を持ち続けて、たくましく成長

されることを心からお祈りいたします。

「
そっ

」は鶏の卵が孵
ふ

化
か

するときひなが卵

の殻を破って出ようと内側からくちばし

でつつくこと。「
たく

」はそのとき親鳥が

外からたくましいくちばしで殻を突き破

ること。このことから、教育の真髄であ

る「機を得て両者が相応する」「師弟の

機縁が相熟する」例えにされています。

そっ たく

財団法人
そっ たく

育成会

近畿かつうらふるさと会

新会長 桑 村 隆

そったく

善行賞受賞
米川恭 平君（棚野）

「こどもの日」に全国の 人を表彰46

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会

（日）



６

パ
ソ
コ
ン
教
室

三
渓

吉
野
恭
史

テ
レ
ビ
に
総
理
大
臣
が
出
て
、
こ
れ
か

ら
は
Ｉ
Ｔ
の
時
代
と
言
わ
れ
た
の
で
、
日

本
国
民
を
自
負
し
て
い
る
私
と
し
て
は
是

非
参
加
し
な
く
て
は
と
、
町
の
好
意
に
甘

え
て
四
日
間
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

少
し
か
じ
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
担
当
の

先
生
の
上
手
な
ご
指
導
の
元
、
順
序
だ
て

て
理
解
が
出
来
、
大
変
有
意
義
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
は
マ
イ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に

た
く
さ
ん
フ
ァ
イ
ル
が
出
来
て
、
ま
る
で

本
棚
に
新
冊
が
並
ん
で
い
く
様
で
楽
し
い

限
り
で
す
。
又
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

い
ろ
ん
な
料
理
を
検
索
し
、
印
刷
し
て
フ
ァ

イ
ル
し
て
い
ま
す
。
次
は
誰
か
と
メ
ー
ル

の
交
換
を
し
て
ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス
の
ユ
ー

ガ
ッ
ト
メ
ー
ル
の
様
に
な
っ
て
み
た
い
と

夢
み
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が

関
係
者
の
方
々
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

中
山

尾
西
和
子

今
、
世
界
的
に
情
報
の
時
代
、
携
帯
電

話
、
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ

ビ
で
見
て
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い

ろ
ん
な
情
報
を
見
た
り
聞
い
た
り
、
ま
た

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
お
買
い
物
も
出
来
る

便
利
さ
が
あ
る
。
ひ
と
昔
前
ま
で
は
思
い

も
出
来
な
か
っ
た
事
が
、
今
で
は
小
学
生

か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
時
代
の
中
、
こ
の
年
齢

に
な
っ
て
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
時
、

町
の
広
報
に
、
教
育
委
員
会
で
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
、
開
講
し
て
下
さ
る
と
の
事
、
私

に
と
っ
て
願
っ
た
り
か
な
っ
た
り
と
申
し

込
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ソ
コ

ン
に
触
れ
る
こ
と
は
初
め
て
で
不
安
と
皆

様
に
つ
い
て
い
か
れ
る
か
、
心
配
し
な
が

ら
勉
強
開
始
と
な
り
優
し
い
四
人
の
講
師

先
生
方
の
ご
指
導
で
楽
し
く
勉
強
さ
せ
て

頂
き
こ
れ
か
ら
主
人
の
仕
事
に
す
こ
し
で

も
役
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
は
い
き
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
こ
う
い
う
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用

で
き
れ
ば
と
欲
を
だ
し
か
け
て
い
ま
す
。

四
日
間
の
講
習
の
間
に
、
教
室
の
皆
様
方

と
の
つ
な
が
り
も
出
来
本
当
に
楽
し
い
、

四
日
間
で
し
た
。
皆
さ
ま
も
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
!



町
営
住
宅
に
空
き
室
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
三
年
六
月
一
日

～

十
五
日

ま
で
の
間

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

応
募
住
宅
名

一
、
坂
本
久
保
住
宅(

一
戸)

一
棟
五
戸
前

簡
易
耐
火
構
造
物
二
階
建
て
３
Ｄ
Ｋ

二
、
坂
本
旭
住
宅
（
一
戸
）
若
者
向
け
住
宅

木
造
平
屋
３
Ｄ
Ｋ

三
、
石
原
住
宅
（
一
戸
）
若
者
向
け
住
宅

木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

四
、
古
川
住
宅
（
二
戸
）
一
棟
五
戸
前

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
３
Ｄ
Ｋ

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
で
住
ん
で
い

る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に

住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
す
る
方
を

含
む
。

単
身
者
で
な
い
方
。

（
坂
本
久
保
住
宅
は
単
身
者
可
能
）

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る

こ
と
（
所
得
月
額
二
十
万
円
以
下
）

家
賃
及
び
敷
金
を
支
払
い
す
る
能
力

を
有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
名
の
連
帯
保
証

人
が
必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト

の
飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃

家
賃
は
入
居
者
全
員
の
所
得
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
二
万
円
か
ら
三
万
五
千
円

程
度
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
家
賃
は
毎

年
所
得
に
よ
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
ヶ
月

分
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
共
益
費
（
坂
本

久
保
住
宅
・
古
川
住
宅
の
み
）
と
し
て
月

額
三
千
円
が
必
要
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
三
年
七
月
二
日

（
予
定
）

選

考

勝
浦
町
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
規
定
に
よ
る

詳
し
く
は
、
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
三
年
七
月
二
十
九
日

午
前
九
時
三
十
分
～

場

所

徳
島
県
立
看
護
学
院

（
徳
島
市
鮎
喰
町
二
丁
目
四
一
番
地
の
六
）

受
験
資
格

学
校
教
育
法
第
四
十
七
条
（
高
等
学
校

の
入
学
資
格
）
に
規
定
す
る
者
で
、
二
年

以
上
調
理
に
従
事
し
た
も
の

受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成
十
三
年
六
月
十
一
日

～
十
五
日

願
書
の
請
求
先

阿
南
保
健
所
及
び
阿
南
保
健
所
小
松
島
支
所

特
定
計
量
器
定
期
検
査
が
次
の
日
程
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
は

計
量
法
に
基
づ
く
「
定
期
検
査
」
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

検

査

日

平
成
十
三
年
六
月
二
十
一
日

受
付
時
間

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

検
査
場
所

勝
浦
町
役
場
（
玄
関
前
駐
車
場
）

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
（

二
―
一
五
〇
五
）

又
は
、
徳
島
県
計
量
検
査
所

（

〇
八
八
―
六
二
五
―
七
七
六
九
）

７

イグアノドン

情情報報アアララカカルルトト
総 務 課 ２－２５１１
議会事務局 ２－２５１３
住 民 課 ２－１５０１
福 祉 課 ２－１５０２
税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４
産業振興課 ２－１５０５
建 設 課 ２－１５０６
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

募

集

し

ま

す

Information

町
営
住
宅
入
居
者

募
集
に
つ
い
て

お

知

ら

せ

調
理
師
試
験
の
お
知
ら
せ

特
定
計
量
器
定
期
検
査

（月）

（木）

（金）

（日）

（金）

（金）

（月）

（１）（２）（３）

（４）（５）（６）

（１）（２）（３）（４）（５）



○

わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
の
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

○
五
月
初
日
の
参
加
者
は
、
子
ど
も
三
十
三

人
保
護
者
二
十
六
人
で
し
た
。
初
め
て
参

加
し
た
子
は
興
味
い
っ
ぱ
い
で
目
を
輝
か

せ
、
楽
し
ん
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
保
護

者
の
方
も
素
敵
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に

楽
し
い
子
育
て
を
し
て
勝
浦
町
を
愛
す
る

子
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
月
一
回
保
健
婦
さ
ん
が
身
長
や
体
重
を
測
っ

た
り
健
康
相
談
を
し
て
く
れ
ま
す
。

○
約
月
一
回
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
更
生
保

護
婦
人
会
の
方
が
お
手
伝
い
に
来
所
し
て

く
れ
、
若
い
お
か
あ
さ
ん
が
抱
え
る
育
児
不

安
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
話
し
相
手
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

○

相
談
事
業

一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

話
し
て
み
る
と
ス
カ
ッ
と
し
て
、
身
も
心

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

楽
し
い
子
育
て
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
電
話
、
又
は
保
育
所
に
直
接
来
て
く

だ
さ
っ
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

時

間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

８

Information

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

27日 20日 13日 ６日

・
六
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
に
参
加
す
る

・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
歌
、
手
遊
び

・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

・
カ
エ
ル
の
お
面
作
り

・
ゲ
ー
ム
…
…
カ
エ
ル
の
宝
運
び

・
歌
、
手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
室
内
外

で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
紙
芝
居

・
身
長
、
体
重
を
計
り
ま
し
ょ
う

・
健
康
相
談
（
保
健
婦
さ
ん
来
所
）

・
製
作
（
あ
じ
さ
い
と
か
た
つ
む
り
）

・
更
生
保
護
婦
人
会
来
所

・
歯
み
が
き
指
導
と
人
形
を
使
っ
て
の
歯

の
話
し（
歯
科
衛
生
士
さ
ん
）

・
歌
、
手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

六
月
の
予
定

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
四
十
年
間
だ
れ
も

が
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
退
職
・
転

職
・
結
婚
な
ど
に
よ
り
、
加
入
の
仕
方
が
か
わ
る
場
合
が

あ
り
、
そ
の
つ
ど
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
ス
タ
ー
ト
は
、
ま
ず
手
続
き
か
ら
!
忘
れ

ず
に
住
民
課
窓
口
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

届
出
を
忘
れ
て
い
る
と
将
来
年
金
に
結
び
付
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
は
、ま
ず
届
出
か
ら
！！

届
出
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

近
年
、
我
が
国
の
社
会
に
お
け
る
人
権
状

況
を
見
て
み
ま
す
と
、
同
和
問
題
を
始
め
、

女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人

等
、
更
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
た
差
別
事
象
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

の
問
題
な
ど
が
発
生
し
、
人
権
問
題
は
多
様

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、「
人
権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
る

二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
す
べ
て
の
人
々
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

啓
発
重
点
目
標
を
「
育
て
よ
う

一
人
ひ
と

り
の

人
権
意
識
―
思
い
や
る
心
が
築
く
新

世
紀
―
」
と
定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

全
国
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
六
月
一
日

を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
皆
さ
ん

と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

勝
浦
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
り
、
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。堀

毅
男（
三
溪
）

二
―
二
四
三
二

中
西

正（
沼
江
）

二
―
三
三
〇
九

森
脇
和
一（
沼
江
）

二
―
三
二
三
七

細
川

寛（
坂
本
）

二
―
四
〇
六
八

人
権
擁
護
委
員
制
度

（水）（水）（水）（水）



９

か

障
害
の
あ
る
人
を
差
別
し
た
り
、

偏
見
の
目
で
見
て
は
い
け
な
い

こ
ん

な
言
葉
を
耳
に
し
て
も
、「
な
ん
だ
。
そ

ん
な
こ
と
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
。
私

は
そ
ん
な
こ
と
絶
対
に
し
な
い
。」
と

思
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に

車
イ
ス
の
人
や
目
の
不
自
由
な
方
を
見

か
け
た
り
す
る
と
、
つ
い
興
味
深
く
見

て
し
ま
っ
た
り
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
い

い
の
か
わ
か
ら
ず
、
と
ま
ど
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
ん
な
私
が
、
も
う
一
度
考

え
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
五

月
に
行
わ
れ
た
、
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
し
た
。

大
会
の
会
場
に
着
い
た
途
端
、
私
は

自
分
の
目
を
疑
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

大
会
と
い
う
、
華
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
と

は
程
遠
い
、
な
ん
と
も
殺
風
景
な
光
景

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
選
手
達
は
、
端
の

方
に
集
ま
り
、
応
援
の
人
も
、
ほ
ん
の

数
人
で
す
。
場
内
は
、
風
の
音
だ
け
が

や
け
に
響
き
渡
り
、「
障
害
者
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ん
て
、
こ
ん
な
も
ん
な
ん
だ

な
ぁ
。」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
私
は
、
自
分
の
中
に
偏
見
の

目
が
あ
る
な
ん
て
、
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

私
の
仕
事
は
、
選
手
を
ス
タ
ー
ト
地

点
ま
で
誘
導
し
、
ゴ
ー
ル
で
迎
え
る
こ

と
で
し
た
。
私
が
ペ
ア
を
組
ん
だ
の
は
、

下
地
さ
ん
と
い
う
視
覚
障
害
者
の
方
で

し
た
。
六
十
メ
ー
ト
ル
走
の
選
手
で
も

あ
る
下
地
さ
ん
は
、「
ち
ゃ
ん
と
走
れ
る

か
な
ぁ
。」
と
不
安
そ
う
で
し
た
。「
大
丈

夫
で
す
よ
。
頑
張
っ
て
ね
。」
と
励
ま
し

な
が
ら
も
、
心
の
中
で
は
「
目
が
見
え

な
い
の
に
ど
う
や
っ
て
走
る
ん
だ
ろ
う
。

み
ん
な
に
見
ら
れ
る
の
に
恥
ず
か
し
く

な
い
の
か
な
。」
と
不
思
議
で
し
た
。

い
よ
い
よ
視
覚
障
害
者
の
六
十
メ
ー

ト
ル
走
が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
か

ら
外
れ
な
い
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
達
が
コ
ー
ス
の
側
に
集
ま
り
、
ゴ
ー

ル
地
点
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
の
音
が
、

け
た
た
ま
し
く
鳴
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
下
地
さ
ん
の
出
番
が
き
ま
し
た
。

下
地
さ
ん
は
、
少
し
ふ
ら
つ
き
な
が
ら

も
、
見
え
な
い
は
ず
の
ゴ
ー
ル
を
ま
っ

す
ぐ
見
つ
め
て
走
っ
て
い
ま
す
。
足
を

高
く
上
げ
、
音
を
頼
り
に
一
生
懸
命
走
っ

て
い
る
そ
の
姿
に
、
私
は
釘
づ
け
に
な

り
ま
し
た
。
何
度
も
転
び
そ
う
に
な
り

な
が
ら
も
、
決
し
て
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。

誇
ら
し
げ
に
両
手
を
高
く
上
げ
、
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
て
テ
ー
プ
を
き
っ
た

下
地
さ
ん
の
表
情
は
、
一
つ
の
事
を
や

り
遂
げ
た
と
い
う
、
達
成
感
と
充
実
感

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時

私
は
、「
障
害
の
あ
る
人
は
何
も
で
き
な

い
。」
と
、
思
い
込
ん
で
い
た
自
分
自

身
に
気
づ
き
、
嫌
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
障
害
を
も
つ
人
に
対
し
て
、「
何

か
や
っ
て
あ
げ
よ
う
。
や
っ
て
あ
げ
な

け
れ
ば
。」
と
い
う
、
上
か
ら
下
へ
見

下
す
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
そ
れ
が
、
健
常
者
と
障
害
者
を

区
別
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
自
分
だ

け
が
「
い
い
こ
と
を
し
た
。」
と
、
満

足
し
て
い
た
の
で
す
。
し
て
あ
げ
る

と
い
う
こ
と
ば
か
り
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ

て
、
相
手
の
気
持
ち
を
無
視
し
て
い
た

の
で
は
、
そ
れ
は
た
だ
の
偽
善
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
下
地
さ
ん
の
曇
り
の
な
い
笑

顔
が
、
私
に
そ
れ
を
気
づ
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

走
り
終
え
た
下
地
さ
ん
は
、
私
に
こ

ん
な
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
宮
古

に
嫁
い
で
き
た
も
の
の
、
周
り
の
人
と

う
ま
く
い
か
ず
、
ス
ト
レ
ス
で
目
が
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

は
じ
め
は
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
で
、
人
前

に
出
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
た
け
れ
ど
、

前
向
き
に
生
き
る
こ
と
を
決
意
し
、
二

年
前
か
ら
、
こ
う
し
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
も
参
加
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
障

害
が
あ
る
な
ん
て
、
み
じ
ん
も
感
じ
さ

せ
な
い
下
地
さ
ん
の
明
る
さ
と
強
さ
に
、

私
は
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
つ
の

間
に
か
、
お
互
い
に
す
っ
か
り
打
ち
解

け
、
友
達
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
の
で

す
。
そ
こ
に
は
、
目
が
不
自
由
と
い
う

障
害

な
ど
、
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
周
囲
の
偏
見
や
差
別
の

せ
い
で
、
家
に
引
き
こ
も
っ
た
ま
ま
暮

ら
し
て
い
る
人
が
い
る
の
も
現
実
で
す
。

私
も
、
頭
の
中
で
は
「
障
害
者
も
健
常

者
も
み
ん
な
同
じ
人
間
な
ん
だ
。」
と

わ
か
っ
て
い
て
も
、
心
の
中
で
は
区
別

を
し
、
差
別
を
し
て
い
た
の
で
す
。
そ

れ
は
、
そ
の
人
の
大
切
な
人
権
を
侵
害

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

最
近
は
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
や
公

共
施
設
が
充
実
し
て
き
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
不
備
な
面
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
障
害
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
何

も
で
き
な
い
、
社
会
に
役
に
立
た
な
い

人
間
だ
と
考
え
ら
れ
、
人
間
と
し
て
、

一
人
前
と
見
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

人
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
以
上
、

み
ん
な
で
平
等
で
、
人
間
ら
し
い
生
活

を
送
る
権
利
が
あ
る
は
ず
で
す
。
私
が

下
地
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
よ
う
に
、
お
互

い
に
歩
み
寄
り
、
尊
重
し
合
い
な
が
ら

生
き
て
い
く
事
が
、
差
別
や
偏
見
を
な

く
し
、
平
等
な
社
会
を
創
る
大
き
な
土

台
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人

ひ
と
り
が
互
い
の
人
権
に
つ
い
て
、
少
し

ず
つ
意
識
を
高
め
て
い
け
ば
、
き
っ
と
偏

見
は
な
く
な
る
は
ず
で
す
。
同
じ
地
球
に

生
き
る
仲
間
と
し
て
、
み
ん
な
が
手
を
取

り
合
い
、
助
け
合
い
、
わ
か
り
合
っ
て

い
く
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。

今
の
私
な
ら
、
胸
を
張
っ
て
言
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
差
別
や
偏
見
を
な
く

そ
う
。
み
ん
な
同
じ
、
一
人
ひ
と
り
の

人
間
な
の
だ
か
ら
。」
と
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

同じ人間なのだから

た り あ う ぺ ー ジ



今
日
の
お
や
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
寮
母
さ
ん
の
婀あ

娜だ

な
姿
の
花
笠
踊
り

喜
楽
苑

中
瀬
英
夫

〈
評
〉
こ
の
歌
の
作
者
、
中
瀬
英
夫
さ
ん
は
今
年
九
十
五
歳
。
そ

し
て
、
い
ま
老
人
ホ
ー
ム
「
喜
楽
苑
」
に
入
所
さ
れ
て
お

ら
れ
る
。

横
瀬
で
隔
月
に
開
か
れ
て
い
る
短
歌
会
に
は
い
つ
も
参

加
さ
れ
、
歌
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見
、
皆
さ
ん
の
作
品

を
鑑
賞
、
批
評
さ
れ
と
て
も
生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
健
康
な
笑
顔
が
美
し
い
。

こ
の
歌
は
、
喜
楽
苑
で
の
お
や
つ
の
時
間
に
寮
母
さ
ん

が
花
笠
踊
り
を
見
せ
て
く
れ
た
と
き
の
も
の
で
「
婀あ

娜だ

」

と
は
女
の
色
っ
ぽ
さ
、
な
ま
め
か
し
い
さ
ま
の
こ
と
だ
が
、

さ
す
が
中
瀬
さ
ん
は
難
し
い
日
本
語
を
正
確
に
使
っ
て
お

ら
れ
、
辞
書
を
ひ
い
て
確
か
め
た
と
い
う
。
素
晴
ら
し
い

努
力
で
あ
る
。

こ
れ
は
余
談
だ
が
…
…
中
瀬
さ
ん
の
一
族
は
歌
人
ぞ
ろ
い
で
あ
る
こ

と
に
注
目
す
る
。
作
者
の
実
弟
、
中
瀬
二
郎
さ
ん
（
現
在
徳
島
市
に

住
み
、
元
徳
島
地
方
検
察
庁
副
検
事
）
は
今
も
現
役
の
歌
人
と
し
て

徳
島
の
歌
壇
で
活
躍
中
。
そ
し
て
実
妹
の
故
平
山
つ
ぎ
の
さ
ん
は
、

若
山
牧
水
夫
人
の
若
山
喜
志
子
門
下
生
で
あ
り
、
女
流
歌
人
と
し
て

戦
中
は
朝
鮮
の
歌
壇
で
、
戦
後
は
引
き
揚
げ
て
勝
浦
に
帰
り
、
徳
島

の
歌
壇
で
活
躍
し
て
有
名
だ
っ
た
。
そ
の
つ
ぎ
の
さ
ん
の
ご
夫
君
平

山
斌

さ
か
り

氏
は
、
鹿
児
島
出
身
で
北
九
州
の
朝
日
新
聞
の
記
者
で
、
歌
人

と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
長
男
が
前
勝
浦
町
教
育
長
の
故
平

山
麓
さ
ん
で
あ
り
、
そ
の
奥
さ
ん
が
現
在
本
町
短
歌
会
で
活
躍
中
の

平
山
美
千
江
さ
ん
で
あ
る
。

中
瀬
英
夫
さ
ん
の
作
品
に
ふ
れ
て
、
勝
浦
町
出
身
の
先
輩
歌
人
の

こ
と
ま
で
書
い
た
。

中
瀬
英
夫
さ
ん
の
一
層
の
ご
長
寿
と
老
後
を
楽
し
く
作
歌
さ
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
。

石
一
つ
盗
み
は
し
な
い
貰
う
よ
と
川
に
断
り
抱
え
上
げ
た
り

棚
野

島

つ
と
む

別
れ
際
に
「
気
を
付
け
て
ね
」
と
わ
れ
の
背
な
に
触
れ
し
息
子
の
温
も
り
残
る

横
瀬

平
山
美
千
江

こ
の
路
は
数あ

ま

多た

の
思
い
出
残
る
か
ら
角
曲
が
る
度
熱
い
思
い
す

横
瀬

丸
関
朋
子

仲
人
と
し
て
挨
拶
を
せ
し
若
き
日
の
亡
夫
の
声
を
テ
ー
プ
に
聞
く
夜

横
瀬

林

と
み
え

真
白
な
る
尿
素
を
掬
う
吾
の
手
は
春
耕
に
い
た
く
あ
れ
た
る
わ
が
掌て

立
川

堀

梅
子

七
十
の
嫁
な
る
我
を
「
か
か
さ
ん
」
と
呼
び
い
し
姑
も
逝
き
て
三
年

生
名

柳
田
末
子

今
年
こ
そ
育
ち
そ
う
だ
と
予
感
も
ち
二
〇
〇
一
年
に
植
う
る
無
花
果

横
瀬

広
安
美
枝
子

口
笛
に
似
た
る
羚か

も

羊し
か

の
声
聞
こ
え
古
里
の
空
は
春
の
黄
昏

坂
本

木
下
茂
子

そ
れ
ぞ
れ
に
夕
餉
の
匂
い
す
る
家
の
路
地
は
近
道
急
ぎ
て
帰
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

パ
ッ
ク
ン
と
蕾
が
割
れ
て
蝶
々
が
羽
化
す
る
ご
と
く
ポ
ピ
ー
が
開
く

横
瀬

日
下
克
子

守
礼
の
門
の
石
段
上
れ
ば
朱
里
城
の
朱
は
鮮
や
か
に
風
の
目
映
ゆ
し

坂
本

山
口
昭
市

テ
ー
ル
ラ
ン
プ
赤
く
連
ね
て
人
は
皆
ひ
た
す
ら
に
帰
る
春
雨
の
高
速

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

老
い
る
と
は
め
で
た
き
こ
と
よ
憂
き
こ
と
も
ひ
と
日
過
ぐ
れ
ば
は
や
薄
れ
ゆ
く

棚
野

殿
川
早
苗

規
制
な
き
人
・
馬
車
・
車
が
往
き
交
う
る
カ
イ
ロ
市
街
の
朝
を
見
降
ろ
す

中
山

溝
内
喜
美
代

腰
や
膝
の
痛
み
と
い
う
も
の
見
え
ざ
れ
ば
何
の
こ
れ
し
き
と
吾
を
励
ま
す

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

三
回
も
植
え
換
え
ら
れ
し
紅
牡
丹
今
年
は
六
個
の
蕾
つ
け
た
り

中
山

栗
城

絹

橋
桁
に
風
が
音
立
て
過
ぎ
て
ゆ
く
下
は
渦
巻
く
大
鳴
門
橋

中
山

山
下
房
雄

忘
れ
得
ぬ
故
郷
は
な
れ
五
十
年
父
母
恋
う
る
ご
と
山
仰
ぎ
見
る

棚
野

田
中
茂
子

こ
の
人
も
上
手
に
嘘
を
吐
く
の
だ
と
知
れ
ば
笑
顔
も
鬼
女
に
見
え
た
り

棚
野

田
中
久
子

夏
野
菜
の
種
を
蒔
か
ん
と
畑
を
打
つ
実
り
夢
見
る
吾
の
生
き
甲
斐

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

御
所
訪
ね
し
昔
し
の
び
て
雅
子
さ
ま
の
ご
無
事
の
出
産
ひ
た
す
ら
祈
る

棚
野

英

見

リ
ス
ト
ラ
と
デ
フ
レ
の
只
中
に
期
間
工
の
息
子
は
任
務
終
え
よ
う
と
す
る

与
川
内

植
松
寄
子

安
ら
け
く
眠
れ
と
祷
る
ま
な
う
ら
に
蓮
の
う
て
な
の
夫
は
笑
み
顕
つ

坂
本

浦
山
登
代

釣
針
の
さ
さ
り
し
燕
助
け
や
れ
ば
喜
び
見
せ
て
天
高
く
飛
ぶ

棚
野

北
島
節
子

流
行
の
中
途
半
端
と
言
う
言
葉
中
途
半
端
な
わ
れ
は
歌う

た

人よ
み

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

〈
係
り
よ
り
〉
仮
名
で
投
稿
さ
れ
る
方
は
、
本
名
を
「
中
田
」

ま
で
知
ら
せ
て
下
さ
る
か
、
郵
便
局
へ
届
け

て
連
絡
の
と
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
作
品
募
集

六
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

七
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

松
並
武
夫

選

10
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みんなの力で街から暴力団を追い出そう!

★
近
所
に
改
造
車
を
駐
車
し
て
あ
る
と
き
。

★
近
所
の
空
地
、
倉
庫
等
で
車
を
改
造
し
て

い
る
の
を
見
た
と
き
、
聞
い
た
と
き
。

★
近
所
に
暴
走
族
ス
タ
イ
ル
の
若
者
が
集
ま
っ

て
い
る
場
所
を
知
っ
た
と
き
、
聞
い
た
と

き
。

★
暴
走
族
が
騒
音
を
ま
き
散
ら
し
て
暴
走
し

た
り
溜
ま
り
場
等
で
騒
い
だ
り
、
車
の
空

ぶ
か
し
な
ど
し
て
い
る
と
き
。

改
造
車
と
は

○
極
端
に
車
体
を
低
く
し
た
四
輪
車

○
消
音
器
（
マ
フ
ラ
ー
）
を
切
断
し
た
り
、

消
音
装
置
を
取
り
外
し
て
騒
音
を
出
す
車

○
メ
ロ
デ
ィ
ー
警
報
機
を
取
り
付
け
た
車

○
車
体
か
ら
タ
イ
ヤ
が
は
み
出
し
た
車

な
ど
で
す
。

そ
の
他
原
付
車
を
含
め
た
す
べ
て
の
車
で

○
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取
り
外
し
た
り
、

折
り
曲
げ
た
車

○
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
で
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
隠
し
て
い
る
車

な
ど
で
す
。

駐
在
所
だ
よ
り

こ
ん
な
時
に
は
警
察
に
連
絡
を
!

暴力団は相手が弱いとみたら、どこま

でも食いついて金をしぼり取り続けます。
○暴力団に関する困り事があるとき

○暴力団から被害を受けたとき

○暴力団の犯罪を知っ

たとき

どんな小さなこと

でもすぐ警察へ

暴力団に債権取り立て、用心棒、倒産整

理、トラブルの示談などを頼むと、初め

は利用したつもりでも、最後には骨の髄

までしゃぶられて

しまいます。また、

暴力団に利益を与

えることは、暴力

団を育てる結果と

なります。

暴力団の脅しや甘い言葉にのって、お

金を出さないようにしましょう。

○ 弱みに付け込まれてもお金で解決しない

○寄付金・賛助金などの要求に応じない
○あいさつ料、用心

棒代などは出さな

い
○暴力団からものを

買わない

暴力団を恐れない!

暴力団を利用しない! 暴力団に金を出さない!

平穏な市民社会を暴力団の脅威から守る
ためには、「市民社会の敵」である暴力団を
壊滅することが必要不可欠です。

暴
走
族
に
関
す
る
ご
連
絡
は

急
ぎ
の
と
き
は
、

一
一
〇
番

（
警
察
本
部
通
信
指
令
室
）

急
が
な
い
と
き
は
、

〇
八
八
ー
六
五
五
ー
〇
一
〇
〇

（
暴
走
族
一
一
〇
番
）

警
察
本
部
交
通
指
導
課

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ

警
察
官

（
大
学
卒
業
見
込
み
者
）

受
付
は
六
月
五
日
ま
で

詳
し
く
は
駐
在
所
ま
で
!

３ない 運動を実践し、

警
察
官
募
集

（A）
（C）



保
険
税
は
国
保
の
被
保
険
者
と
し
て
の
資
格
を
得

た
月
、
例
え
ば
職
場
の
健
康
保
険
を
抜
け
た
り
、
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
月
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

世
帯
主
本
人
が
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
る
場
合
で
も
、
世
帯
内
に
国
保
の
被
保
険
者
が

い
る
場
合
は
、
保
険
税
納
付
の
義
務
は
世
帯
主
に
あ

り
ま
す
。
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保
険
税
の
決
め
方

保
険
税
の
納
め
方

その年に
予測される
医療費

保険税

国や地方
自治体などの

補助金

自己負担金一世帯にいくらと計算

世帯の加入者数に応じて計算

世帯の所得に応じて計算

世帯の資産に応じて計算

六
月
に
会
社
を
や
め
、
九
月
に
国
保

加
入
の
届
け
出
を
出
し
た
人
の
場
合

保
険
税
は
国
保
の
資
格
を
得
た
六
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ま
す
。

ま
た
、
届
け
出
を
し
た
九
月
ま
で
保

険
証
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
六
月
か
ら

八
月
の
あ
い
だ
の
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

６月

７月

８月

９月

10月

たとえば

国
保
加
入
の
届
け
出
を
出
し
た

▼

会
社
を
や
め
た

▼こ
の
間
の
医
療
費
は

全
額
自
己
負
担

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、
国
な
ど
か

ら
の
補
助
金
と
私
た
ち
が
病
院
で
支
払
う
一
部
負
担

金
を
差
し
引
い
た
分
が
保
険
税
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
の
総
額
を
右
の
四
つ
の
項
目
を
も
と
に
算

定
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
一
世
帯
ご
と
の
保
険

税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
方
が
入
院
し
た
場
合
に

は
、
申
請
す
れ
ば
一
日
の
食
事
代
負
担
額
が
七
百
六

十
円
か
ら
六
百
五
十
円
に
、
ま
た
、
九
十
日
を
超
え

た
場
合
に
は
五
百
円
軽
減
さ
れ
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
す
で
に
減
額
認
定
証
を
交

付
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
十
三
年
五
月
三
十
一
日
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
再
度
軽
減
認
定
証
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
方
は
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
食
事
代
の
減
額
認
定
証
・

老
人
医
療
の
方
は
老
人
医
療
受
給
証
。

【
申
請
場
所
】

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
↓
税
務
課

老
人
医
療
を
受
け
て
い
る
方
は

↓
福
祉
課

入
院
時
の
食
事
代
の

減
額
認
定
証
の
更
新
手
続
き

国保と医療費

保
険
税
の
納
付
は
世
帯
主
の
義
務

40歳から64歳の介護

保険料は、国保税と

して徴収

します

平等割

均等割

所得割

資産割



みんなの健康
左から 定 作 和 奏ちゃん 定 作 智 帆ちゃん

１歳４か月

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

１ 金
骨 粗 鬆 症 予 防 教 室
健 康 相 談

９:30～14:00 中山 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

12 火 生活習慣病予防教室 ９:30～15:00 棚野 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

13 水 健 康 相 談 ９:30～11:00 山西 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

15 金 １歳６か月児健康診査 13:00～11:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成11年９月１日～12月
31日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

18 月 健康相談・介護教室 13:30～14:30 中角 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

19 火 総 合 健 康 診 査 ８:00～10:00
今山ふれあい
交 流 館

40歳以上の住民 問 診 票

21 木 総 合 健 康 診 査 ８:00～10:00 星谷 集 会所 40歳以上の住民 問 診 票

22 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成12年９月１日～平成13年
４月30日までに生まれた子

母子健康手帳

25 月 生活習慣病予防教室 ９:30～15:00 久国 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

26 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 横瀬 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

27 水 総 合 健 康 診 査 ８:00～10:00 坂本 集 会所 40歳以上の住民 問 診 票

28 木 総 合 健 康 診 査 ８:00～10:00
沼江コミュニ
ティセンター

40歳以上の住民 問 診 票

６月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

今
年
も
各
地
域
を
巡
回
し
て
、
次
の
と
お
り
総
合
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
。
健
康
診
査
の
目
的
は
病
気
の
早
期

発
見
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
年
と
と
も
に
変
わ
る
か
ら
だ

の
機
能
を
定
期
的
に
調
べ
、
健
康
を
維
持
さ
せ
る
と
い
う

ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

年
に
一
度
は
、
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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健康診査の内容 検診料 検査内容

基本健康診査 500円
身長、体重、血液検査、
尿検査、心電図等

胃がん検診 1，000円 バリウムによる胃透視

結核・
肺がん検診

300円 レントゲン撮影

800円
レントゲン撮影と喀痰
検査の対象となった人

大腸がん検診 1，100円
２日間の便の潜血反
応を判定

骨粗鬆症検診 500円 骨密度測定

（注意） 胃検診、基本健康診査は、当日何も食べず
に受診してください。
料金は表のとおりですが、生活保護世帯の方、町
民税非課税世帯の方及び満70歳以上の方は無料で
す。ただし骨粗鬆症検診は500円必要です。

月日 曜 場所 対象地区

７月12日 木
農村環境改善
センター

中山、与川内

７月19日 木 生名センター 生 名

７月25日 水 婦 人 の 家 中角、山西

７月26日 木
農村環境改善
センター

横 瀬

８月２日 木
農村環境改善
センター

久国、棚野

平
成
13
年
度

総
合
健
康
診
査
ス
タ
ー
ト

７月以降の総合健康診査の
日程は次のとおりです。
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保健婦だより

非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
が
血
友
病
以

外
の
人
の
治
療
に
使
わ
れ
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
厚
生

労
働
省
が
医
療
機
関
名
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
こ
の
製
剤
の
投
与
を
受
け
た
方
々

の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
機
会
を
は
か
り
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
実
態
を
把
握
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

検
査
対
象
者
は
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

人
で
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
下
記
の
公
表

医
療
機
関
で
受
診
し
て
下
さ
い
。
検
査
料
は

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
検
査
の
結
果
、
感
染

が
明
ら
か
に
な
っ
た
方
々
の
治
療
に
関
し
て

は
、
一
般
の
保
険
適
用
と
な
り
、
治
療
費
は

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
転
居
や
当
時
受
診
し
た
医
療
機
関

が
廃
院
し
た
場
合
に
は
下
記
の
他
の
公
表
医

療
機
関
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

【
対

象

者
】

昭
和
四
十
七
年
か
ら
昭
和
六
十
三
年
の

間
に
次
の
よ
う
な
病
気
で
、
公
表
医
療
機

関
に
入
院
し
た
こ
と
の
あ
る
方

①

新
生
児
出
血
症
（
新
生
児
メ
レ
ナ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
欠
乏
症
等
）
等
の
病
気
で
、

「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」
と
指
摘
を
受

け
た
人

②

肝
硬
変
や
劇
症
肝
炎
で
入
院
し
、
出

血
が
著
し
か
っ
た
人

③

食
道
静
脈
瘤
の
破
裂
や
消
化
器
系
疾

患
に
よ
り
大
量
の
吐
血
下
血
が
あ
っ
た
人

④

大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を
受

け
た
人
（
出
産
時
の
大
量
出
血
も
含
む
）

【
県
内
の
公
表
医
療
機
関
及
び
検
査
受
診
医
療
機
関
】

徳
島
市

徳
島
大
学
病
院

徳
島
健
生
病
院

新
浜
医
院

四
宮
病
院
（
廃
院
）

小
松
島
市

井
出
病
院

【
問
い
合
わ
せ
先
】

勝
浦
町
役
場
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

阿
南
保
健
所
疾
病
対
策
係

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎

検
査
受
診
の
呼
び
か
け

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎

検
査
受
診
の
呼
び
か
け

血
友
病
以
外
の
病
気
で
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
を
受
け
た
可
能

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
血
液
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

女性は、妊娠出産等固有の機能を有するだけでなく、それぞれの時期で女性

特有の健康問題や心の問題を生じやすくなります。次の世代を健やかに産み育

てるために女性自身の健康を支える事が大切です。その一環として次のとおり

相談窓口を設置し、悩みを持つ女性に対し総合的に対応することにより、生涯

を通じた女性の健康づくりを図ろうとするものです。ご活用ください。

生涯を通じた女性の健康支援事業の実施について

女性の健康支援
センター事業相
談窓口の設置

定例相談事業

開催日時 偶数月 第３金曜日 午後２時～５時

回 数 年５回

申し込み方法 事前予約制

費 用 無 料

対 象 者 思春期から更年期の女性等

従事職員 徳島大学産婦人科医師

保健所保健婦

場 所 阿南市富岡町佃町539－７

阿南保健所

随時相談 (電話相談)

月曜日～金曜日まで

午前９時～午後５時まで

従事職員 保健所保健婦等

申込及び連絡先 阿南保健所健康対策係

０８８４－２２－００７２

FAX ０８８４－２２－６４０４

ウィメンズへルス (女性の健康相談)

（１） （２）



本年も、８月に図書館２階視聴覚室にお

いて勝浦町今昔写真展を行います。昔の勝

浦町の写真をお持ちの方は、是非展示させ

て下さい。ご出品くださいますようお願い

申し上げます

期 日 ６月７日

時 間 午後２時から

講 師 真 鍋 佳 資 先生

場 所 図書館２階視聴覚室

今年も毎回好評の真鍋先生をお迎えし

て、薬草の効能や作り方など実に楽しく

有益なお話です。皆さんお誘いあわせの

上、多数ご参加くださるようお待ちいた

しています。
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犬
た
ち
へ
の
詫
び
状

佐
藤
愛
子

魔

女

樋
口
有
介

口
笛
吹
い
て

重
松

清

錦
絵
双
花
伝

米
村
圭
伍

霧
笛
の
余
韻

森
村
誠
一

ミ
ス
テ
リ
・
オ
ペ
ラ

山
田
正
紀

色
ざ
ん
げ

島
村
洋
子

鰻
の
瞬

ま
ば
た

き

村
松
友

龍
馬

一

二

津
本

陽

サ

イ

ト

倉
坂
鬼
一
郎

ス
ピ
ン
・
キ
ッ
ズ

中
陽
利
一

異
形
武
夫

高
橋
直
樹

き
の
う
の
空

志
水
辰
夫

マ
ン
ボ
ウ
夢
草
紙

北

杜
夫

女
は
愛
で
男
は
哀あ

い

で

内
館
牧
子

あ
す
は
我
が
身
の
介
護
保
険

沖
藤
典
子

迷
走
日
本
の
原
点

櫻
井
よ
し
こ

宇
宙
の
基
礎
教
室

長
沢

工

感
動
を
よ
ぶ
自
然
写
真
の
撮
り
方

小
林
義
明

家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
100
の
知
識

永
田
勝
也

楽
し
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

寺
西
恵
里
子

他

多
数

新
着
図
書
紹
介

行

事

子
ど
も
映
画
会

二
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

内
容
は
、
お
楽
し
み
に

薬
草
講
演
会

七
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
四
日

午
後
二
時
か
ら

内
容
は
、
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

六
日
・
十
三
日
・
二
十
日
・

二
十
七
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ

て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

日 火 水 木 金 土

１ ２

３ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １２１３１４１５１６

１７ １９２０２１２２２３

２４ ２６２７２８２９

休
館
日

六
月

薬草 講演会町内今昔写真募集

図書館だより

（木） （土）

（日）

（木）



４
月
16
日
～
５
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
生
名
字
太
田

滝
口
友
則

（
小
松
島
市

藏
本
理
恵

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

谷
口
雅
仁

二
男

大
字
三
溪

）

字
甫
坂

奈
緒
子

龍
り
ゅ
う

成せ
い

戸
村
泰
久

長
男

大
字
生
名

）

字
東

美
奈

彰あ
き

宏ひ
ろ

西
角
大
介

長
男

大
字
中
角

）

字
五
十
田

裕
希

陸り
く

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
名
田

春
田
義
明（
61
歳
）

大
字
三
溪
字
太
良
尾

瀧

（
77
歳
）

大
字
生
名
字
石
垣

岩
本
ヨ
シ
ミ（
87
歳
）

大
字
三
溪
字
市
ノ
江

坂
部
新
一（
76
歳
）

大
字
生
名
字
山
ノ
神

出

利
男（
70
歳
）

大
字
坂
本
字
繁
野

内
谷
マ
ツ
ヱ（
94
歳
）

大
字
三
溪
字
小
川

内
谷
安
雄（
89
歳
）

大
字
沼
江
字
西
谷

岡
山
龍
旺（
69
歳
）

大
字
沼
江
字
神
谷

瀬
戸
ゑ
み（
79
歳
）

大
字
久
国
字
馬
場

岡
本
祐
一（
76
歳
）

大
字
三
溪
字
樫
渕

朝
桐
澄
江（
89
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
16
日
～
５
月
15
日

久
保
ハ
ナ
子
さ
ん
（
坂
本
）

出
葉
ヤ
ス
エ
さ
ん
（
生
名
）

小
西
泰
己
さ
ん
（
生
名
）

岡
本
佳
誉
子
さ
ん
（
黒
岩
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

16

戸
籍
の
窓

６月１日 上勝町診療所 ４－５０１０

６月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月５日 山 西 医 院 ２－３０２７

６月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月９日 湯 浅 医 院 ２－２００３

６月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月13日 赤 岩 医 院 ２－２００６

６月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月17日 上勝町診療所 ４－５０１０

６月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月21日 山 西 医 院 ２－３０２７

６月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月25日 湯 浅 医 院 ２－２００３

６月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月29日 赤 岩 医 院 ２－２００６

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

交通事故相談日

日 時 ６月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 小 倉 歓 一
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ６月１日

６月８日
６月15日
６月22日
６月29日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容
人権･行政･厚生･福祉

● 場所
住民福祉センター１階相談室

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

６ 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
７ 14 21 28

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
６ 13 20

午後２:00～４:00
水 水 水

歌 謡
５ 12 19

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
５ 20

午後７:30～９:30
火 水

大正琴
７ 14 21 23 木曜日は

午後１:00～３:00
土曜日は
正午～午後１:00木 木 木 土

習 字
１ ８ 15 22

午後７:00～９:00
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

６月 交流講座日程
近隣地域との交流事業として、

今月も各種講座を次のとおり開講

いたします。新規加入者をお待ち

いたしております。

（月）

（金）
（金）

（金）
（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（土）

（日）

（金）




